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1 ベクトル演習

以下のベクトルAについて発散 (∇ ·A)と回転 (∇×A)を、ベクトルの大きさの 2乗 |A|2について勾配 (∇|A|2)
とラプラシアン (∇2|A|2)を求めよ。ただし < x, y, z >は直交座標系、< r, θ, ϕ >は球座標系とする。尚、αは

定数、âはあるベクトル aの単位ベクトルである。

1. A = yzx̂+ xzŷ + xyẑ

2. A = r̂ + ϕ̂

3. A = (xx̂+ yŷ + zẑ)/
√
x2 + y2 + z2

4. A = (−yx̂+ xŷ)/
√
x2 + y2

5. A = r̂ exp(−r/α)/r

2 静電ポテンシャル

ポアソン方程式を用いて、以下の単位面積あたりの電荷密度 ρがもたらす静電ポテンシャルを求めよ。ただし

ρ0 と Rは定数とする。

1. ρ =

{
ρor for r ≤ R

0 for r > R

2. ρ =

{
ρor

2 for r ≤ R

0 for r > R

3. ρ = ρ0 exp(−r)

4. ρ = ρ0r exp(−r)

3 導体の立方体

一辺の長さが aの立方体の導体が、一定の電場E0の中にある。立方体のある一面と電場E0が垂直であるとき、

立方体の表面に出来る電荷の分布を求めよ。

4 導体の球

半径 Rの球の導体が総量 Qの電荷を持っている。電荷の分布と任意の位置の静電ポテンシャルを求めよ。
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5 多層の導体の平面

単位面積あたりの電荷密度が σである無限に広い面 S の上に、距離 aだけ離して平行に厚さ dの無限に広い導

体の板 C を固定した。この時、導体 C の上下の面それぞれの電荷密度と、面 S から任意の高さ hの位置の電場

を求めよ。

6 多層の導体の球

総電荷Qを持つ半径 aの球の導体 Aの周りを、内径が 2b、外径が 2cの球殻で電荷的に中性な導体 Bが覆って

いる。導体 Aと B が同じ中心を持つ時、導体 B の内側と外側の電荷の分布と、中心から任意の距離 rの静電ポ

テンシャルを求めよ。
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